
業績一覧

病態制御医学講座 内科学（２）
1.領域構成教職員・在職期間
教授 中本　安成 平成23年1月―
准教授 濵野　忠則 平成2年6月―平成3年3

月，平成9年7月―平成
9年8月，平成10年4月
―平成11年3月，平成
12年4月―平成16年3
月，平成16年4月（留
学）―平成18年6月，
平成18年7月―（平成
25年4月―現職）

講師 大谷　昌弘 平成8年4月―平成9年3
月，平成14年4月―平
成16年9月，平成16年
10月（留学）―平成18
年9月，平成18年10月
―（平成28年4月―現

講師 松田　秀岳 平成14年5月―平成15
年3月，平成19年6月―
平成22年3月，平成24
年4月―（平成31年4月
―現職）

講師（地域高度医療推
進講座）

井川　正道 平成12年5月―平成13
年5月，平成15年4月―
平成17年3月，平成18
年5月―平成25年10
月，平成25年11月（留
学）―平成27年10月，
平成27年11月―（平成
30年4月―現職）

助教 大藤　和也 平成15年5月―平成16
年3月，平成22年6月―
平成23年9月，平成26
年4月―平成27年3月，
平成28年4月―（平成
29年4月―現職）

助教 白藤　法道 平成20年4月―平成22
年3月，平成24年4月―
（平成30年8月―現

助教 内藤　達志 平成20年4月―平成21
年3月，平成23年10月
―平成24年3月，平成
24年4月（国内留学）
―平成26年3月，平成
26年4月―平成28年3
月，平成28年11月―
（平成30年4月―現

助教 野阪　拓人 平成24年4月―平成25
年9月，平成26年5月―
平成26年9月，平成29
年4月―（平成31年4月
―現職）

－ 大学院生（内科学
（２））

－ 学部学生（内科学
（２））

－ その他の職員（第二内
科）

2.研究概要
研究概要
当領域では主として、1）消化器グループ、2）神経グループによる研究を実施している。

1)消化器内科グループ
　消化器内科グループは、中本教授、平松准教授（光学医療診療部）、大谷講師、松田講師、大藤助教、内藤助教、髙橋助教（光学医療診療部）、野阪助教をスタッ
フとして、消化器内視鏡（上・下部消化管内視鏡、胆膵内視鏡、超音波内視鏡等）、腹部超音波を用いた診断・治療手技を施行し、各種消化器疾患に対し診断・治療
を行っている。主な診療項目として1）食道がん、胃がん、十二指腸腫瘍・大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）、2）食道胃静脈瘤に対する内視鏡的治
療、3）ヘリコバクターピロリ胃炎に対する除菌治療、4)カプセル内視鏡・バルーン内視鏡による小腸内視鏡検査・治療、5)炎症性腸疾患に対する診断・内科的治
療、6)肝がんに対するラジオ波焼灼療法（RFA）・肝動脈化学塞栓・化学療法、7)B型肝炎、C型肝炎に対する抗ウイルス治療、8)難治性の肝疾患の診断と治療、9)胆
道がん・膵がんの内視鏡診断と化学療法、10)超音波内視鏡下穿刺吸引術（EUS-FNA）による診断と治療、11)胆道結石・膵石、悪性胆道狭窄に対する内視鏡的治療を
行っている。
　胃癌に対するオーダーメイド医療の一環として、専門外来としての「ピロリ外来」を開設し、三次除菌治療を積極的に行っている。また、手術不能肝細胞癌に対す
る肝動脈塞栓療法（TAE）と樹状細胞免疫治療の先進医療を目指した臨床試験を開始し、消化器癌に対する新たな治療法の開発に挑戦している。
　主な研究テーマは、1）B型肝炎ウイルスの遺伝子変異・増殖因子の検討、2）肝がんの微小環境の解析、3）肝がん転移機構の解析、4）ラジオ波焼灼およびTAE後ア
ジュバント投与による肝がん免疫補助療法に関する臨床研究、5）肝がんの画像診断解析、6）肝がん循環腫瘍細胞の解析、7）ヘリコバクターピロリ感染による上部
消化管疾患の病態解析、8）NSAIDs・抗血栓薬による薬剤性消化管粘膜障害の病態解析、9）カプセル内視鏡の臨床的解析10）悪性胆道狭窄に対する内視鏡治療の解析
などである。

2)脳神経内科グループ
　脳神経内科グループは、濵野准教授、山村地域医療推進講座講師、井川講師、白藤助教、榎本特命助教をスタッフとして以下の研究テーマに取り組んでいる。1）
ミトコンドリア病の代表疾患MELAS、パーキンソン病、ALS、アルツハイマー病患者等におけるエネルギー代謝・酸化ストレスの脳機能イメージング（MRI・PET）（高
エネルギー研、および放射線医学総合研究所との共同研究）（井川）、2）橋本脳症の病態の解明（文部科学省研究班）（松永）、3）Arterial Spin Labelling
（ASL）画像の検討による脳血管障害、神経変性疾患等での病変部位の解明（放射線医学教室との共同研究（井川、北﨑、濵野）、4）細動脈硬化の評価指標に関する
研究（厚労省研究班）（山村）、5）医療ITを用いた神経疾患の地域連携に関する研究（山村）、6）Brain Machine Interface（BMI）研究（電気通信大学との共同研
究）（山村）、7）自律神経障害が高度なパーキンソン病症例の皮膚生検によるリン酸化αシヌクレインの検出（東京都健康長寿医療センター ブレインバンクとの共
同研究）（神澤）、8）アルツハイマー病の発症原因であるタウ蛋白のリン酸化、重合機構の解明、ならびに治療薬の開発（Mayo Clinic Jacksonvilleとの共同研
究、文科省研究班）（白藤、浅野、佐々木、山口）。9）基礎研究で効果の認められた薬剤を用い、認知機能改善の有無、髄液中リン酸化タウなどのバイオマーカー
を用いた検討（IRB 2010801）（勝木、上野、濵野）。10）アルツハイマー病、ALS早期診断のための血液中アミロイドβ蛋白、タウ蛋白、TDP43, NFLをはじめとする
バイオマーカーの測定（台湾MAGQU社との共同研究）（上野、前田、濵野）、アルツハイマー病早期診断のための血液中アミノ酸分析（白藤、濵野）（新潟大学との
共同研究）、11）コイルを用いたマウス虚血モデルを用いたタウ病理所見の進展についての検討（藤田、佐々木）。12）Cerebral　amyloid　angiopathy　related
inflammation患者髄液中のアミロイドβ蛋白に対する抗体の検出（白藤）。13）パーキンソン病原因蛋白αシヌクレインの重合について野生型αシヌクレインを発現
する神経系細胞（3D5）を用いた重合促進因子の検討（Mayo Clinic Jacksonvilleとの共同研究（榎本）。14）adiponectinと大脳白質病変との相関について検討を行
い、血管性認知症の病態解明（藤田）、15）大脳皮質基底核変性症（CBD）に対するCDP-Cholineの治療効果の判定、ならびにCBDのFDG-PET画像所見の解析（高エネル
ギー医学研究センターとの共同研究）（濵野）、16）神経筋疾患の筋MRI所見の検討（白藤、林、濵野）、17）パーキンソン病患者の非運動障害に関するビンゴ式ア
ンケートを用いた画期的臨床研究（浅野）、18）ALS患者のSPECT画像所見の解明（勝木）、19）福井県での65歳以上の全住民に対する認知症検診アンケートデータを
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キーワード

業績年の進捗状況

特色等

本学の理念との関係

3.研究実績

2014～2019年分 2020年分 2014～2019年分 2020年分
和文原著論文 25 7 ― ―

ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ 39 5 94.98(89.202) 15.424(15.424)
ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ 26 3 35.892(35.892) 10.699(10.699)
その他 19 7 61.545(58.245) 21.049(16.035)
合計 60 13 156.525(147.447) 41.019(36.005)

（A） 著書・論文等
　(1) 英文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(2) 英文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2029158

2029159

2029160

2029161

2029162

2029163

2029164

1)消化器内科グループ
　ウイルス性肝炎、肝癌、循環腫瘍細胞、HLA-class Ⅱ領域

2)脳神経内科グループ
　橋本脳症、ミトコンドリア病、脳血管障害、ROS、パーキンソン病、ALS、アルツハイマー病、筋MRI

業績年の進捗状況
1)消化器内科グループ
　基礎研究・臨床研究の成果を米国肝臓学会議（AASLD）、米国消化器病週（DDW）、日本消化器病学会、日本肝臓学会などの国内外の学会総会などで発表した。2020
年度においては、原著論文として「Jet-Bナイフを用いた大腸腫瘍に対する粘膜下層剥離術は手技時間を短縮する」、「PPIの定期内服は高齢者における上部消化管出
血の重症度を軽減する」、および「マイクロキャビティアレイによって検出された循環腫瘍細胞は肝細胞癌患者の臨床転帰を予測する」を報告した。

2)脳神経内科グループ
　ミトコンドリア病、パーキンソン病、ALSにおけるPETを用いた酸化ストレスの脳機能イメージングに初めて成功した（井川）。またアミロイドPETを用いた研究も
進行している（井川）。共通のクリティカルパスによる脳卒中の地域連携が推進され、国のモデルケースとして注目されている。さらに脳卒中後の回復の程度と発症
前のADLが相関していることを明らかにし、論文が採択された（山村）。ASL画像が脊髄小脳変性症、大脳皮質基底核変性症、Creutzfeldt Jakob病の病態解明、およ
び診断に有用であることを証明した（井川、北﨑、濵野）。また、橋本脳症患者でのMRI画像所見の特徴について論文発表した。また、スタチン、PPARγアゴニス
ト、ドネペジル、クリオキノール、バイオメタルキレート薬、Syk阻害薬、リチウムをはじめとする各種薬剤によるタウ蛋白リン酸化、重合抑制効果がタウ細胞モデ
ルを用いた検討により明らかになった（浅野、佐々木、山口、白藤、濵野）。ROCK阻害薬のタウ蛋白リン酸化阻害効果につき論文が採択された（濵野）。またマウス
モデルを用いた検討では脳虚血によりアルツハイマー病タウ病理が進行することが明らかになり、動脈硬化はアルツハイマー病の病理所見自体を加速させる因子であ
ることが判明した（藤田）。剖検脳を用いた検討ではオリゴマータウはオートファジーでの分解を受けることが示唆された（濵野）。疫学研究では、ビタミンB12、
葉酸欠乏が高ホモシステイン血症をひきおこし、認知機能障害を悪化させることを示し、葉酸欠乏に関する論文が採択されたた（濱、上野、濱野）。またパーキンソ
ン病患者では血中ホモシステイン値が高値を示すことが明らかとなった（神澤）。さらに、これらの成果をもとに、ホモシステインがタウの重合を促進することを基
礎研究で明らかにし、論文が採択された（白藤）。アミロイドβ蛋白合成ペプチドを用いた研究により、アミロイドβ蛋白の重合をアポEやクラステリンが抑制して
いることを証明した論文が採択された（遠藤）。名古屋市立大学神経内科　松川教授、佐藤大学院生とのタウ細胞モデルを用いた共同研究も進行している。アディポ
ネクチンと血管性認知症の関係についての論文が採択された（藤田）。ALSでは早期から前頭葉の血流低下が生ずることをSPECT画像の解析より明らかとした（勝
木）。炎症性ミオパチーの筋MRI画像を用いた検討の結果より、疾患ごとの筋障害のパターンを明らかにした（高久、白藤、濵野）。

1)消化器内科グループ
　当科ではＢ型肝炎ウイルスの遺伝子変異・増殖因子の検討、マイクロキャビティアレイ液体生検技術を用いた肝がん再発超早期診断法の開発、昨年度導入した次世
代シークエンサーを用いて肝癌の病態解析を行い、消化器癌における炎症発癌の分子機構の解明とその克服を目標に研究を進める予定である。

2)脳神経内科グループ
　脳卒中、アルツハイマー病やパーキンソン病などの神経common diseaseからALS、ミトコンドリア病、大脳皮質基底核変性症をはじめとする神経難病の病態と治療
に関して、遺伝子、プロテオミクス、培養細胞を用いた基礎的研究から、PETやMRIを用いた患者の病態解析まで幅広い研究を行っている。また、臨床地域連携の構築
などの医療システムに係る研究も行っている。

　本学医学部の理念は、国民性、国際性、先進性、倫理性に基づいた医療の具現化と将来性を見通した研究の実行と人材育成である。担当する疾患対象領域は、まさ
に国民病といえる疾患である消化器癌、脳卒中、認知症、神経難病などを主として取り扱っており、国民の健康の保護と増進の為に診療、研究を行っている。また国
内の大学および国外の大学研究所(MIT, Mayo Clinic)との共同研究および人材交流も行っており、研究では世界に先駆け新しい事実を明らかにしている。
　これらの研究を通して国際的に通用する先端医療の開発を目指し、さらには国民全体の健康増進に貢献することを目標としている。

区分 編数 インパクトファクター（うち原著のみ）

Onish H, Yamamura O, Ueda S, Shibata M, Enomoto S, Maeda F, Tsubouchi H, Hirobe T, Shimizu S, Kishimoto T, Chiba H, Sasaki K,
Hanzawa K, Hamano T, Nakamoto Y, Kaku B, Terasawa H: Deep-vein thrombosis detection rates and consideration of the living
environment in a tsunami disaster area during the disaster reconstruction phase: A cross-sectional study, ACTA ANGIOLOGICA,
26(4), 129-139, 20210322, DOI:  10.5603/AA.2020.0025, #0.05

Kitazaki Y, Ueno A, Maeda K, Asano R, Satomi H, Nishio T, Nakamoto Y, Hamano T: A case of longitudinally extensive transverse
myelitis with an isolated pontine lesion following epidural and spinal anesthesia for cesarean section, eNeurologicalSci, 21,
100264-100264, 202012, DOI: 10.1016/j.ensci.2020.100264（症例報告）, #1.19

Yamakawa M, Mukaino A, Kimura A, Nagasako Y, Kitazaki Y, Maeda Y, Higuchi O, Takamatsu K, Watari M, Yoshikura N, Ikawa M,
Sugimoto I, Sakurai Y, Matsuo H, Ando Y, Shimohata T, Nakane S: Antibodies to the α3 subunit of the ganglionic-type nicotinic
acetylcholine receptors in patients with autoimmune encephalitis, J Neuroimmunol, 349, 577399, 20201215, DOI:
10.1016/j.jneuroim.2020.577399, #3.125

Sakai K, Hamaguchi T, Sanjo N, Murai H, Iwasaki Y, Hamano T, Honma M, Noguchi-Shinohara M, Nozaki I, Nakamura Y, Kitamoto T,
Harada M, Mizusawa H, Yamada M: Diffusion-weighted magnetic resonance imaging in dura mater graft-associated Creutzfeldt-Jakob
disease, J Neurol Sci, 418, 117094-117094, 20201115, DOI: 10.1016/j.jns.2020.117094, #3.115

Hama Y, Hamano T, Shirafuji N, Hayashi K, Ueno A, Enomoto S, Nagata M, Kimura H, Matsunaga A, Ikawa M, Yamamura O, Ito T,
Kimura Y, Kuriyama M, Nakamoto Y: Influences of Folate Supplementation on Homocysteine and Cognition in Patients with Folate
Deficiency and Cognitive Impairment, Nutrients, 12(10), 3138-3138, 20201014, DOI: 10.3390/nu12103138, #4.546

Uesugi-Uchida S, Oyama N, Koizumi H, Hiramatsu K, Nakamoto Y, Hasegawa M: Tuberculosis-unrelated erythema induratum occurring
after commencing tumor necrosis factor (TNF)-α antagonist therapy in a case with ulcerative colitis: A rare comorbidity
interconnected by TNF-α blockade pathway, J Dermatol, 47(9), e326-e328, 202009, DOI: 10.1111/1346-8138.15486, #3.072

Indrawati LA, Iida A, Tanaka Y, Honma Y, Mizoguchi K, Yamaguchi T, Ikawa M, Hayashi S, Noguchi S, Nishino I: Two Japanese
LGMDR25 patients with a biallelic recurrent nonsense variant of BVES, Neuromuscul Disord, 30(8), 674-679, 202008, DOI: 10.1016
/ j.nmd.2020.06.004（症例報告）, #3.115

英文論文
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2029165

2029166

2029167

2029168

2029169

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 原著論文（総説）

2029170

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

2029171

2029172

　　e． 国際会議論文 

2029173

2029174

2029175

2029176

2029177

2029178

2029179

2029180

2029181

2029182

　(3) 和文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(4) 和文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2029183

2029184

2029185

2029186

Yamaguchi T, Hamano T, Sada K, Kanaan NM, Sasaki H, Yen SH, Asano R, Enomoto S, Shirafuji N, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O,
Nakamoto Y: Syk inhibitor reduces oligomeric tau associated with GSK3β inactivation and autophagy activation, Alzheimer's &
Dementia, 16(Suppl 3), e042633, 20201207, DOI: 10.1002/alz.042633, #17.127

Tahata Y, Hikita H, Mochida S, Kawada N, Enomoto N, Ido A, Yoshiji H, Miki D, Hiasa Y, Takikawa Y, Sakamori R, Kurosaki M,
Yatsuhashi H, Tateishi R, Ueno Y, Itoh Y, Yamashita T, Kanto T, Suda G, Nakamoto Y, Kato N, Asahina Y, Matsuura K, Terai S,
Nakao K, Shimizu M, Takami T, Akuta N, Yamada R, Kodama T, Tatsumi T, Yamada T, Takehara T: Sofosbuvir plus velpatasvir
treatment for hepatitis C virus in patients with decompensated cirrhosis: a Japanese real-world multicenter study, J
Gastroenterol, 56(1), 67-77, 202101, DOI: 10.1007/s00535-020-01733-4, #6.132

Ikawa M, Okazawa H, Nakamoto Y, Yoneda M: PET Imaging for Oxidative Stress in Neurodegenerative Disorders Associated with
Mitochondrial Dysfunction, Antioxidants (Basel), 9(9), E861-E861, 20200914, DOI: 10.3390/antiox9090861, #5.014

濵野　忠則, 白藤　法道, 佐々木　宏仁, 山口　智久, 遠藤　芳徳, 武藤　多津郎, 中本　安成: タウ蛋白とオートファジー, 細胞, 53(1),
44-46, 20210120

Kajinami K, Tsukamoto K, Koba S, Inoue I, Yamakawa M, Suzuki S, Hamano T, Saito H, Saito Y, Masuda S, Nakayama T, Okamura T,
Yamashita S, Kagawa T, Kaneyama J, Kuriyama A, Tanaka R, Hirata A: Statin Intolerance Clinical Guide 2018, J Atheroscler
Thromb, 27(4), 375-396, 20200401, DOI: 10.5551/jat.50948, #3.876

Zhu F, Lin G, Hamano T, Kanaan NM, Yen SH, Asano R, Shirafuji N, Sasaki H, Enomoto S, Yamaguchi T, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O,
Nakamoto Y: Clioquinol reduces tau phosphorylation and oligomerization, Alzheimer's & Dementia, 16(Suppl 3), e044356-e044356,
20201207, DOI: 10.1002/alz.044356, #17.127

Tanaka T, Murata Y, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Signal Changes in
Preneoplastic Nodules on DWI of Gd-EOB-DTPA MRI in Patients at Risk for Hypervascular Hepatocellular Carcinoma, Hepatology,
72(Supplement1), 686A-686A, 202011, DOI: 10.1002/hep.31579, #14.679

Takahashi K, Ofuji K, Hiramatsu K, Nosaka T, Naito T, Matsuda H, Ohtani M, Nakamoto Y: Circulating Tumor Cells Detected with
Microcavity Array Predict Clinical Outcome in Patients with Hepatocellular Carcinoma, Hepatology, 72(Supplement1), 690A-690A,
202011, DOI: 10.1002/hep.31579, #14.679

Tahata Y, Hikita H, Mochida S, Kawada N, Enomoto N, Ido A, Yoshiji H, Miki D, Hiasa Y, Takikawa Y, Kurosaki M, Yatsuhashi H,
Tateishi R, Ueno Y, Itoh Y, Yamashita T, Kanto T, Suda G, Nakamoto Y, Kato N, Asahina Y, Matsuura K, Terai S, Nakao K, Shimizu
M, Takami T, Akuta N, Yamada R, Kodama T, Tatsumi T, Yamada T, Takehara T: Improvement in Serum Albumin Levels after
Directacting Antivirals Treatment for Patients with Hepatitis C Virus-related Cirrhosis Depends on the Baseline Serum Albumin
Levels, Hepatology, 72(Supplement1), 535A-536A, 202011, DOI: 10.1002/hep.31579, #14.679

Akazawa Y, Saito Y, Yoshikawa T, Saito K, Nosaka K, Shimomura M, Mizuno S, Nakamoto Y, Nakatsura T: Efficacy of immunotherapy
targeting the neoantigen derived from epidermal growth factor receptor T790M/C797S mutation in non-small cell lung cancer,
Cancer Sci, 111(8), 2736-2746, 202008, DOI: 10.1111/cas.14451, #4.966

Kitazaki Y, Ikawa M, Enomoto S, Shirafuji N, Hayashi K, Yamamura O, Yamada S, Arishima H, Noriki S, Nakamoto Y, Hamano T: An
autopsy case of tuberculous meningitis undiagnosed by nested-PCR of CSF samples and brain biopsy, J Neurol Sci, 415, 116968-
116968, 20200815, DOI: 10.1016/j.jns.2020.116968（症例報告）, #3.115

Matsuda H, Nosaka T, Akazawa Y, Saito Y, Ozaki Y, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Ohtani M, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Daily Usage
of Proton Pump Inhibitors May Reduce the Severity of Critical Upper Gastrointestinal Bleeding in Elderly Patients,
Gastroenterol Res Pract, 2020, 7168621, 20200806, DOI: 10.1155/2020/7168621, #1.806

Kitahara M, Mizukoshi E, Terashima T, Nakagawa H, Horii R, Iida N, Arai K, Yamashita T, Sakai Y, Yamashita T, Honda M, Nakamoto
Y, Kaneko S: Safety and Long-Term Outcome of Intratumoral Injection of OK432-Stimulated Dendritic Cells for Hepatocellular
Carcinomas After Radiofrequency Ablation, Transl Oncol, 13(7), 100777-100777, 202007, DOI: 10.1016/j.tranon.2020.100777, #3.558

Hamano T, Shirafuji N, Yen SH, Yoshida H, Kanaan NM, Hayashi K, Ikawa M, Yamamura O, Fujita Y, Kuriyama M, Nakamoto Y: Rho-
kinase ROCK inhibitors reduce oligomeric tau protein, Neurobiol Aging, 89, 41-54, 202005, DOI:
10.1016/j.neurobiolaging.2019.12.009, #4.347

北﨑　佑樹, 浅野　礼, 林　浩嗣, 山村　修, 田邉　佐和香, 濵野　忠則: 胸背部痛を伴わないStanford A型大動脈解離に穿通枝領域の多発
性脳梗塞を合併した1例, 臨床神経学, 60(12), 874-877, 20201201（症例報告）

浅野　礼, 北﨑　佑樹, 井川　正道, 呉林　秀崇, 小池　春樹, 濵野　忠則: 直腸肛門部悪性黒色腫の術後に両下肢の脱力をきたし免疫治療
が奏効したpost-surgical inflammatory neuropathyの1例, 臨床神経学, 60(11), 762-767, 20201101, DOI: 10.5692/clinicalneurol.cn-
001441（症例報告）

北﨑　佑樹, 上野　亜佐子, 前田　健一郎, 浅野　礼, 宮山　士朗, 高畠　靖志: 脊髄症が急速進行し，longitudinally extensive spinal
cord lesionと髄液中に多形核球優位の細胞上昇と糖低下をみとめた脊髄硬膜動静脈瘻の1例, 臨床神経学, 60(10), 699-705, 202010, DOI:
10.5692/clinicalneurol.cn-001472（症例報告）

Murata Y, Matsuda H, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Ohtani M, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Efficacy of Early Initiation
of Anticoagulant Therapy for Portal Vein Thrombosis in Chronic Liver Disease Patients with Hyponatremia, Hepatology,
72(Supplement1), 1067A-1068A, 202011, DOI: 10.1002/hep.31579, #14.679

Nosaka T, Murata Y, Naito T, Takahashi K, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Hiramatsu K, Nishizawa T, Okamoto H, Nakamoto Y:
Identification of IFN-gamma Mediated Regulatory Molecules for Hepatitis B Virus Clones in Primary Human Hepatocytes,
Hepatology, 72(Supplement1), 516A-516A, 202011, DOI: 10.1002/hep.31579, #14.679

Hiramatsu K, Nosaka T, Saito Y, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Nakamoto Y: Analysis of Immune
Microenvironment of Hepatocellular Carcinoma after Hepatitis C Virus Eradication, Hepatology, 72(Supplement1), 658A-659A,
202011, DOI: 10.1002/hep.31577, #14.679

Hiramatsu K, Naito T, Nosaka T, Takahashi K, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Nakamoto Y: Efficacy and Safety of Hookknife
Electrosurgical Knife in Endoscopic Submucosal Dissection for the Treatment of Superficial Non-Ampullary Duodenal Epithelial
Tumor, GIE, 91(6), AB260-AB261, 20200601, DOI: 10.1016/j.gie.2020.03.1849, #6.89

Ohtani M, Ofuji K, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Matsuda H, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Clinical Usefulness of FDG-PET/CT for
Differentiation of Autoimmune Pancreatitis from Pancreatic Cancer, Gastroenterology, 158(6), S-1135-S-1135, 202005, DOI:
10.1016/S0016-5085(20)33506-X, #17.373
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業績一覧

2029187

2029188

2029189

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 総説

2029190

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

2029191

　　e． 国際会議論文

（B） 学会発表等
　(1) 国際学会
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c．一般講演（口演）

　　d．一般講演（ポスター）

2029192

2029193

2029194

2029195

2029196

2029197

2029198

2029199

2029200

2029201

　　e．一般講演

　　f．その他

　(2) 国内学会（全国レベル）
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

2029202

2029203

2029204

2029205

2029206

中本　安成: 新理事の抱負, 肝臓, 62(2), 45, 20210125

松田　秀岳, 中本　安成: 化膿性肝膿瘍, 別冊日本臨牀 領域別症候群シリーズNo.13 肝・胆道系症候群（第3版）I 肝臓編(上)ーその他の
肝・胆道系疾患を含めてー, (13), 54-58, 20210131

Nosaka T, Murata Y, Naito T, Takahashi K, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Hiramatsu K, Nishizawa T, Okamoto H, Nakamoto Y:
Identification of IFN-gamma Mediated Regulatory Molecules for Hepatitis B Virus Clones in Primary Human Hepatocytes, AASLD THE
LIVER MEETING 2020, ハイブリッド開催（WEBで発表）（Boston(USA)）, 20201113

中本　安成: 消化器診療におけるAIの可能性, 第24回日本肝臓学会大会(JDDW2020), 肝／消化器疾患をAIでどのように評価するか, ハイブ
リッド開催（WEBで発表）（神戸）, 20201105

村田　陽介, 松田　秀岳, 中本　安成: 門脈血栓症に対するダナパロイドナトリウム療法, 肝胆膵, 81(3), 517-523, 20200928

北崎佑樹, 岩崎博道, 北井隆平, 高橋健太, 中道一生, 濱野忠則: 脳脊髄液中のJCV-DNA遺伝子検査が2回とも陰性であったが，開頭脳生検で
診断確定したHIV関連進行性多巣性白質脳症の1例, BRAIN and NERVE, 72(5), 541-546, 20200501, DOI: 10.11477/mf.1416201559（症例報
告）

Tanaka T, Murata Y, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Signal Changes in
Preneoplastic Nodules on DWI of Gd-EOB-DTPA MRI in Patients at Risk for Hypervascular Hepatocellular Carcinoma, AASLD THE LIVER
MEETING 2020, ハイブリッド開催（WEBで発表）（Boston(USA)）, 20201113

Takahashi K, Ofuji K, Hiramatsu K, Nosaka T, Naito T, Matsuda H, Ohtani M, Nakamoto Y: Circulating Tumor Cells Detected with
Microcavity Array Predict Clinical Outcome in Patients with Hepatocellular Carcinoma, AASLD THE LIVER MEETING 2020, ハイブリッ
ド開催（WEBで発表）（Boston(USA)）, 20201113

Tahata Y, Hikita H, Mochida S, Kawada N, Enomoto N, Ido A, Yoshiji H, Miki D, Hiasa Y, Takikawa Y, Kurosaki M, Yatsuhashi H,
Tateishi R, Ueno Y, Itoh Y, Yamashita T, Kanto T, Suda G, Nakamoto Y, Kato N, Asahina Y, Matsuura K, Terai S, Nakao K, Shimizu
M, Takami T, Akuta N, Yamada R, Kodama T, Tatsumi T, Yamada T, Takehara T: Improvement in Serum Albumin Levels after
Directacting Antivirals Treatment for Patients with Hepatitis C Virus-Related Cirrhosis Depends on the Baseline Serum Albumin
Levels, AASLD THE LIVER MEETING 2020, ハイブリッド開催（WEBで発表）（Boston(USA)）, 20201113

Hiramatsu K, Naito T, Nosaka T, Takahashi K, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Nakamoto Y: Efficacy and Safety of Hookknife
Electrosurgical Knife in Endoscopic Submucosal Dissection for the Treatment of Superficial Non-Ampullary Duodenal Epithelial
Tumor, DDW 2020, 完全WEB開催, 20200502

Hiramatsu K, Nosaka T, Saito Y, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Nakamoto Y: Analysis of Immune
Microenvironment of Hepatocellular Carcinoma after Hepatitis C Virus Eradication, AASLD THE LIVER MEETING 2020, ハイブリッド開
催（WEBで発表）（Boston(USA)）, 20201113

松田　秀岳, 吉田　祐未, 中本　安成: B型肝炎再活性化対策における高感度HBs抗原定量法とリスク遺伝子評価の実臨床応用に関する検討,
肝臓, 61(5), 242-243, 20200501, DOI: 10.2957/kanzo.61.242

Zhu F, Lin G, Hamano T, Kanaan NM, Yen SH, Asano R, Shirafuji N, Sasaki H, Enomoto S, Yamaguchi T, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O,
Nakamoto Y: Clioquinol reduces tau phosphorylation and oligomerization, AAIC 2020, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）
（Amsterdam(Netherlands)）, 20200727

Yamaguchi T, Hamano T, Sada K, Kanaan NM, Sasaki H, Yen SH, Asano R, Enomoto S, Shirafuji N, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O,
Nakamoto Y: Syk inhibitor reduces oligomeric tau associated with GSK3β inactivation and autophagy activation, AAIC 2020, ハイ
ブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（Amsterdam(Netherlands)）, 20200727

Murata Y, Matsuda H, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Ohtani M, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Efficacy of Early Initiation
of Anticoagulant Therapy for Portal Vein Thrombosis in Chronic Liver Disease Patients with Hyponatremia, AASLD THE LIVER
MEETING 2020, ハイブリッド開催（WEBで発表）（Boston(USA)）, 20201113

Ohtani M, Ofuji K, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Matsuda H, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Clinical Usefulness of FDG-PET/CT for
Differentiation of Autoimmune Pancreatitis from Pancreatic Cancer, DDW 2020, 完全WEB開催, 20200502

大藤　和也, 野阪　拓人, 中本　安成: 免疫チェックポイント阻害剤による肝障害発症様式の検討, 第62回日本消化器病学会大会(JDDW2020),
肝疾患と免疫, ハイブリッド開催（神戸で発表）, 20201107

野阪　拓人, 松田　秀岳, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 高度進行肝癌における肝外転移臓
器別の集学的治療戦略, 第56回日本肝癌研究会, 高度進行肝細胞癌に対する集学的治療の展開, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）,
20201222

赤澤　悠, 大谷　昌弘, 中本　安成: 早期ステージ肝細胞癌の微小環境におけるHLA class I分子の発現解析, 第56回日本肝臓学会総会, 肝疾
患と微小環境, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）, 20200829

野阪　拓人, 松田　秀岳, 中本　安成: 肝癌局所治療困難例における陽子線治療の有効性と安全性に関する検討, 第106回日本消化器病学会総
会, 肝癌局所治療における内科と外科の住み分けと連携, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）, 20200812
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業績一覧

2029207

2029208

2029209

2029210

2029211

2029212

2029213

2029214

2029215

2029216

2029217

2029218

　　c． 一般講演（口演）

2029219

2029220

2029221

2029222

2029223

2029224

2029225

2029226

2029227

2029228

2029229

2029230

2029231

2029232

2029233

Hamano T, Zhu F, Lin G, Katsuki A, Sasaki H, Enomoto S, Shirafuji N, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O, Kanaan NM, Yen SH, Nakamoto
Y: Clioquinol reduces oligomeric Tau, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（岡山で発表）, 20200902

大谷　昌弘, 大藤　和也, 中本　安成: 非切除肝門部領域胆管癌に対するSEMS留置後のre-interventionの検討, 第106回日本消化器病学会総
会, 肝門部胆管癌診療の現状と課題, ハイブリッド開催（WEBで発表）（広島）, 20200811

松田　秀岳, 平松　活志, 中本　安成: 画像強調内視鏡を⽤いた胃炎京都分類の診断的有⽤性に関する検討, 第62回日本消化器病学会大会
(JDDW2020), (JGES Core Session)　炎症性疾患における最先端の内視鏡診療- H.pylori関連胃炎（胃炎の京都分類改訂を踏まえて）, ハイブ
リッド開催（神戸で発表）, 20201107

大藤　和也, 髙橋　和人, 中本　安成: 微小流路デバイスを用いた血中循環腫瘍細胞による膵癌早期診断, 第106回日本消化器病学会総会, 肝
癌早期発見のための新戦略, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）, 20200813

髙橋　和人, 大藤　和也, 中本　安成: 食道静脈瘤合併肝硬変患者における好中球リンパ球比と生命予後に関する検討, 第106回日本消化器病
学会総会, 肝硬変患者のQOL・予後の改善と基盤研究の最前線, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）, 20200811

赤澤　悠, 中面　哲也, 中本　安成: 術後胆道癌患者における再発および予後予測マーカーとしての血清miRNAの有用性, 第106回日本消化器
病学会総会, 消化器疾患におけるバイオマーカーの探索, ハイブリッド開催（WEBで発表）（広島）, 20200811

翠　洋平, 平松　活志, 中本　安成: C型肝硬変患者における腸管粘膜関連細菌叢Dysbiosisに関する検討, 第62回日本消化器病学会大会
(JDDW2020), 肝臓を基軸とした臓器連関, ハイブリッド開催（WEBで発表）（神戸）, 20201105

濵野　忠則: 神経筋疾患における筋MRI所見の特徴, 第61回日本神経学会学術大会, キソから学ぶ筋疾患, ハイブリッド開催（岡山で発表）,
20200902

白藤　法道, 濵野　忠則: 抑肝散がタウ蛋白リン酸化・オリゴマー化に及ぼす影響, 第38回日本神経治療学会学術集会, ハイブリッド開催
（WEBで発表）（東京）, 20201029

大藤　和也, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 免疫チェックポイント阻害剤によ
る肝障害発症リスク因子の検討, 第56回日本肝臓学会総会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（大阪）, 20200828

並川　正一, 野阪　拓人, 山本　有紗, 赤澤　悠, 田中　知子, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活
志, 今村　好章, 中本　安成: 肝原発腺扁平上皮癌に対して複数の化学療法を用い、一定期間腫瘍進展を制御できた1剖検例, 第56回日本肝癌
研究会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）, 20201223

内藤　達志, 平松　活志, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 中本　安成: 高齢者に対する大腸内視鏡的粘膜
下層剥離術（ESD）の臨床病理学的検討, 第99回日本消化器内視鏡学会総会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（京都）, 20200902

平松　活志, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 中本　安成: HLA発現解析および新規蛍光多重免
疫染色による肝癌の免疫微細環境に関する検討, 第57回日本消化器免疫学会総会, 肝免疫と微細環境, 誌上開催（現地開催なし）, 20200702

Hamano T: Degradation of amyloid ß protein and tau in Autophagy, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（岡山で発表）,
20200901

中本　安成: そこまで言って委員会JSH ～好きやねん，肝臓学会～, 第56回日本肝臓学会総会, 男女共同参画・キャリア支援委員会 特別企
画, ハイブリッド開催（大阪で発表）, 20200829

平松　活志, 野阪　拓人, 中本　安成: HLA発現解析および新規蛍光多重免疫染色による肝癌の免疫病態に関する検討, 第106回日本消化器病
学会総会, 臨床応用に向けた肝癌の病態解明, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）, 20200813

野阪　拓人, 内藤　達志, 中本　安成: HBV感染系におけるcccDNA排除をめざしたIFN-γシグナル経路の検討, 第56回日本肝臓学会総会, B型
肝炎ウイルス感染症の創薬研究から臨床応用へ, ハイブリッド開催（大阪で発表）, 20200829

平松　活志, 松田　秀岳, 齊藤　恭志, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 中本　安成: ホルマリン固定パラ
フィン包埋標本を用いたRNA発現解析および蛍光多重免疫染色による肝癌免疫病態に関する検討, 第56回日本肝臓学会総会, ハイブリッド開催
（発表なし誌上掲載のみ）（大阪）, 20200828

坂本　裕生, 成瀬　貴之, 呉林　秀崇, 片山　外大, 澤井　利次, 森川　充洋, 小練　研司, 玉木　雅人, 村上　真, 廣野　靖夫, 片山　寛
次, 大谷　昌弘, 中本　安成, 五井　孝憲: 横隔膜上憩室を伴った食道アカラシアの一例, 第45回日本外科系連合学会学術集会, ハイブリッ
ド開催（WEBで発表）（久留米）, 20201223

根本　朋幸, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: NAFLD診療の線維化診
断における血清IgA測定の有用性に関する検討, 第106回日本消化器病学会総会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）,
20200811

勝木　歩: 筋萎縮性側索硬化症の脳血流パターン, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）, 20200902

野阪　拓人, 内藤　達志, 髙橋　和人, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: Investigation ofIFN-g Mediated
Regulatory Molecules for Hepatitis B Virus Clones in Primary Human Hepatocyte, 第79回日本癌学会学術総会, ハイブリッド開催（WEB
で発表）（広島）, 20201001

村田　陽介, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 進行肝癌の治療成績
に基づく分子標的薬と肝動注化学療法のヒエラルキー, 第56回日本肝癌研究会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）, 20201223

遠藤　芳徳, 白藤　法道, 勝木　歩, 佐々木　宏仁, 山口　智久, 榎本　崇一, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則: 髄液培養が陰性であり
肝臓ドレナージにて起因菌を検出しえた、肝膿瘍に脳膿瘍を合併した1例, 第38回日本神経治療学会学術集会, ハイブリッド開催（WEBで発
表）（東京）, 20201029

上野　亜佐子, 井川　正道, 勝木　歩, 佐々木　宏仁, 山口　智久, 榎本　崇一, 白藤　法道, 山村　修, 濵野　忠則: ドネペジルの急な中
止により精神症状を生じた認知症症例の検討, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）, 20200902

大藤　和也, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 免疫チェックポイント阻害剤治療
後に発症した肝障害症例の検討, 第57回日本消化器免疫学会総会, 誌上開催（現地開催なし）, 20200702

田中　知子, 村田　陽介, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: EOB-MRI肝細胞相で低
信号を示す乏血性結節の多血化予測と画像所見の検討, 第56回日本肝臓学会総会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（大阪）, 20200828
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業績一覧

　　d． 一般講演（ポスター）

2029234

2029235

2029236

2029237

2029238

2029239

2029240

2029241

2029242

2029243

2029244

2029245

2029246

2029247

2029248

2029249

2029250

2029251

2029252

2029253

2029254

2029255

　　e． 一般講演

　　f． その他

2029256

（3） 国内学会（地方レベル）
　　a．招待・特別講演等

2029257

2029258

　　b．シンポジスト・パネリスト等

Nosaka T, Naito T, Takahashi K, Ofuji K, Matsuda H, Ohtani M, Hiramatsu K, Nakamoto Y: Identification of IFN-γ Mediated
Regulatory Molecules for Hepatitis B Virus Clones in Primary Human Hepatocyte, 第28回日本消化器関連学会週間(JDDW2020）, 誌上発
表(神戸), 20201105

松田　秀岳, 野阪　拓人, 中本　安成: 軽症・中等症COVID-19における肝胆道系酵素上昇の臨床的意義と肝組織所見に関する検討, 第56回日
本肝臓学会総会, 緊急特別企画　肝疾患診療における COVID-19 への対応, ハイブリッド開催（大阪で発表）, 20200828

中本　安成: 医療AIの現状と未来, 第63回日本消化器内視鏡学会東海支部例会, ハイブリッド開催（愛知で発表）, 20201205

Nemoto T, Ohtani M, Nosaka T, Takahashi K, Naito T, Ofuji K, Matsuda H, Hiramatsu K, Nakamoto Y: A modified FIB-4 index using
serum immunoglobulin A level discriminates advanced liver disease including hepatocellular carcinoma in patients with non-
alcoholic fatty liver disease, 第28回日本消化器関連学会週間(JDDW2020), 誌上発表(神戸), 20201105

山口　智久, 井川　正道, 白藤　法道, 上野　亜佐子, 山村　修, 木村　浩彦, 濵野　忠則: 大脳皮質基底核症候群での脳血流の左右差の評
価におけるMRI ASLの有用性, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（岡山）, 20200901

白藤　法道, 上野　亜佐子, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則: 当院での非健忘型アルツハイマー病と健忘型アルツハイマー病の比較検討,
第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（岡山）, 20200901

大谷　昌弘, 大藤　和也, 赤澤　悠, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 松田　秀岳, 平松　活志, 中本　安成: ⾼齢総胆管結⽯患者の
病態と予後を考慮した治療選択の検討, 第62回日本消化器病学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸), 20201105

平松　活志, 松田　秀岳, 齊藤　恭志, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 中本　安成: C型肝炎ウイルス排除
後肝癌の微⼩環境に関する分⼦免疫学的検討, 第62回日本消化器病学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸), 20201105

山本　有紗, 大藤　和也, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: BRTOによる肝流⼊⾎
管径と肝予備能の経時的変化の検討, 第24回日本肝臓学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸), 20201105

村田　陽介, 松田　秀岳, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 慢性肝疾患を背景と
する⾨脈⾎栓症のダナパロイドナトリウムの有効性に関する臨床的検討, 第62回日本消化器病学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸),
20201105

松田　秀岳, 大谷　昌弘, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 平松　活志, 中本　安成: ヘリコバクター・ピロリ除菌後胃
癌の診断時期の違いによる臨床病理学的特徴の検討, 第106回日本消化器病学会総会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）,
20200811

村田　陽介, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 進行肝癌に対する分
子標的薬と肝動注化学療法の治療成績に基づくヒエラルキー, 第106回日本消化器病学会総会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）
（広島）, 20200811

Kitazaki Y, Maeda K, Asano R, Kamisawa T, Hamano T: Usefulness of early detection of Parkinson's disease in combination of
foot-tapping and tandem gait, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（岡山）, 20200831

山口　智久, 濵野　忠則, 定　清直, Kanaan NM, 佐々木　宏仁, Yen SH, 浅野　礼, 榎本　崇一, 白藤　法道, 上野　亜佐子, 井川　正道,
山村　修, 中本　安成: Syk阻害薬がタウ蛋白リン酸化・オリゴマー化に及ぼす影響, 第39回日本認知症学会学術集会, ハイブリッド開催
（WEBで発表）（名古屋）, 20201127

勝木　歩, 濵野　忠則, 佐々木　宏仁, 山口　智久, 榎本　崇一, 白藤　法道, 上野　亜佐子, 井川　正道, 山村　修, 中本　安成: 筋萎縮
性側索硬化症の脳血流パターン, 第117回日本内科学会総会・講演会, ハイブリッド開催（発表なしポスター掲示のみ）（東京）, 20200807

池内　健, 矢野　由紀, 古河　泰, 森川　文淑, 融　衆太, 西村　知香, 宮沢　伸彦, 田中　晋, 内海　久美子, 春日　健作, 徳武　孝允,
黒羽　泰子, 成瀬　聡, 濵野　忠則, 小野　賢二郎, 金子　英司, 山門　實, 北村　明彦: 血漿中アミノ酸プロファイルを用いた軽度認知障
害の簡易スクリーニング検査, 第39回日本認知症学会学術集会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（名古屋）, 20201127

内藤　達志, 平松　活志, 野阪　拓人, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 中本　安成: 染色体異常を伴ったベーチェット病様小腸潰瘍
性病変に関する臨床病理学的検討, 第106回日本消化器病学会総会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（広島）, 20200811

髙橋　和人, 松田　秀岳, 野阪　拓人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: Helicobacter pylori⾃然排菌後胃
癌症例における同時多発癌・異時性再発癌の検討, 第62回日本消化器病学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸), 20201105

Enomoto S, Katsuki A, Sasaki H, Yamaguchi T, Shirafuji N, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O, Hamano T: Alpha-Synuclein
Phosphorylation By Homocysteine, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（岡山）, 20200831

Asano R, Katsuki A, Sasaki H, Yamaguchi T, Enomoto S, Shirafuji N, Ueno A, Ikawa M, Yamamura O, Hamano T: Lithium chloride
reduces phosphorylated tau protein, 第61回日本神経学会学術大会, ハイブリッド開催（発表なし誌上掲載のみ）（岡山）, 20200831

赤澤　悠, 大谷　昌弘, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 平松　活志, 中本　安成: 膵周囲液体貯留に対す
るInterventional EUSの治療介⼊時期と有効性の検討, 第62回日本消化器病学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸), 20201105

上野　亜佐子, 濵野　忠則, 白藤　法道, 林　浩嗣, 佐々木　宏仁, 井川　正道, 山村　修, 永田　美和子, 栗山　勝, 中本　安成: ビタミ
ンB12欠乏を伴う認知機能障害に対するビタミン補充療法の効果判定, 第39回日本認知症学会学術集会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（名
古屋）, 20201127

田中　知子, 村田　陽介, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: EOB-MRI肝細胞相低信
号を呈する乏⾎性結節の多⾎化予測における拡散強調画像信号強度変化測定の意義, 第24回日本肝臓学会大会(JDDW2020), 誌上発表(神戸),
20201105

濵野　忠則, Feiyan Z, Gaoping Lin, 浅野　礼, 白藤　法道, 佐々木　宏仁, 山口　智久, 遠藤　芳徳, 榎本　崇一, 上野　亜佐子, 井川
正道, 山村　修, Yen SH, Kanaan NM, 中本　安成: バイオメタルキレート剤クリオキノールによるタウオリゴマー形成抑制機構, 第39回日本
認知症学会学術集会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（名古屋）, 20201127

大谷　昌弘: 膵疾患の治療と診断, 第81回生涯教育講演会, 福井, 20200906
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業績一覧

　　c． 一般講演（口演）

2029259

2029260

2029261

2029262

2029263

2029264

2029265

2029266

2029267

2029268

2029269

2029270

2029271

2029272

2029273

2029274

2029275

2029276

2029277

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（4）その他の研究会・集会
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

2029278

2029279

2029280

　　d． 一般講演（ポスター）

2029281

　　e． 一般講演

　　f． その他

北﨑　佑樹: 多発性硬化症と診断しフマル酸ジメチル投与後に白質病変が増悪した1例, 第240回福井脳・神経疾患談話会, 福井, 20201029

勝木　歩, 上野　亜佐子, 白藤　法道, 榎本　崇一, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則: 海綿静脈洞症候群で発症し、18F-FDG PET CTで同
定した臀部皮下結節生検により診断し得た、サルコイドーシスの一例, 第158回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20201024

村田　陽介, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 進行肝癌に対する分
子標的薬と肝動注化学療法の治療成績に基づく住み分け, 第23回日本肝がん分子標的治療研究会, 完全WEB開催, 20210123

和田　悠良, 髙橋　和人, 山下　順貴, 木村　剛徳, 翠　洋平, 辻　有左, 村田　陽介, 菅田　亮太郎, 赤澤　悠, 野阪　拓人, 内藤　達志,
大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 今村　好章, 中本　安成: 肝組織所見を検討しえた肝障害併発COVID-19の1例, 第130回
日本消化器病学会北陸支部例会, 福井, 20201101

北﨑　佑樹, 上野　亜佐子, 前田　健一郎, 浅野　礼, 青木　剛, 白藤　法道, 勝木　歩, 山内　貴寛, 磯崎　誠, 斎田　孝彦, 濵野　忠則:
フマル酸ジメチル投与後に白質病変が増悪し、多発性硬化症との鑑別に苦慮した悪性リンパ腫の1例, 第158回日本神経学会東海北陸地方会,
完全WEB開催, 20201024

並川　正一, 松田　秀岳, 木村　剛徳, 山下　順貴, 辻　有左, 翠　洋平, 村田　陽介, 菅田　亮太郎, 赤澤　悠, 野阪　拓人, 髙橋　和人,
内藤　達志, 大藤　和也, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: LenvatinibとDBE-TACEのSequential治療が奏功した巨大肝細胞癌の1例, 第
130回日本消化器病学会北陸支部例会, 福井, 20201101

山口　智久, 上野　亜佐子, 佐々木　宏仁, 白藤　法道, 井川　正道, 大岩　美都妃, 有島　英孝, 濵野　忠則: 脊髄炎との鑑別に難渋し画
像所見から頚椎症性脊髄炎と診断した2例, 第157回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20200620

内藤　達志: 大腸腫瘍の内視鏡診断・治療, 第29回日本消化器内視鏡学会北陸セミナー, 完全WEB開催, 20201206

冨田　幸宏, 内藤　達志, 山下　順貴, 木村　剛徳, 翠　洋平, 辻　有左, 村田　陽介, 菅田　亮太郎, 赤澤　悠, 野阪　拓人, 髙橋　和人,
大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 今村　好章, 中本　安成: 免疫チェックポイント阻害剤使用後にcolonic
pseudolipomatosisを呈した大腸炎の1例, 第115回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会, 完全WEB開催, 20201129

松本　憲治, 福岡　良友, 吉田　治義, 齊藤　恭志, 島田　真行, 宮原　孝輔, 山本　有紗, 福本　雄太, 米田　史哉: 著明な肝酵素上昇を
伴う心嚢水貯留に対して心嚢ドレナージを行った尿毒症性心外膜炎の1例, 第243回日本内科学会北陸地方会, 完全WEB開催, 20210307

冨田　幸宏, 内藤　達志, 山下　順貴, 木村　剛徳, 翠　洋平, 辻　有左, 村田　陽介, 菅田　亮太郎, 赤澤　悠, 野阪　拓人, 髙橋　和人,
大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 興味深い内視鏡・病理像を呈した免疫関連副作用による大腸炎の1例, 第
130回日本消化器病学会北陸支部例会, 福井, 20201101

北﨑　佑樹: 一過性の視野障害および内頸動脈の偽性閉塞を認めた1例, 第241回福井脳・神経疾患談話会, 福井, 20210218

村田　陽介, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志, 大藤　和也, 松田　秀岳, 大谷　昌弘, 平松　活志, 中本　安成: 進行肝癌の治療成績
に基づく分子標的薬と肝動注化学療法の住み分け, 第22回日本肝がん分子標的治療研究会, ハイブリッド開催（WEBで発表）（金沢）,
20201114

勝木　歩, 白藤　法道, 坂下　紗弓, 上野　亜佐子, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則: 記憶障害・幻視を伴い、レビー小体型認知症とア
ルツハイマー病の鑑別を要した Posterior cortical atrophy (PCA) の1例, 第157回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20200620

北﨑　佑樹, 上野　亜佐子, 浅野　礼, 前田　健一郎, 濵野　忠則: 炎症反応上昇を伴う塞栓源不明の脳塞栓症の背景疾患として感染性大動
脈瘤をみとめた1例, 第159回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20210313

前田　健一郎, 上野　亜佐子, 北﨑　佑樹, 白藤　法道, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則, 荒井　大志, 菊田　健一郎: 急激な脳浮腫の
進行を認めたリステリア髄膜脳炎の1例, 第159回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20210313

前田　健一郎, 北﨑　佑樹, 上野　亜佐子: 一側下垂手で発症した抗GalNAc-GD 1a抗体陽性純粋運動型Guillain-Barre症候群(GBS)の1例, 第
158回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20201024

浅野　礼, 佐藤　万美子, 三浦　豊章, 林　浩嗣, 林　広美, 小林　康孝: 孤束核の障害により嚥下反射消失を認めたと考えられた脳梗塞の1
例, 第158回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20201024

山崎　伸太郎, 上川　康貴, 松田　優治, 加藤　珠代, 潮木　保幸, 北﨑　佑樹: 症候性低Na血症を契機に脳腫瘍と診断した血液透析例, 第
243回日本内科学会北陸地方会, 完全WEB開催, 20210307

遠藤　芳徳, 白藤　法道, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則: 髄液培養が陰性であり肝臓ドレナージにて起因菌を検出しえた、肝膿瘍に脳
膿瘍を合併した1例, 第158回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20201024

菅田　亮太郎, 大谷　昌弘, 木村　剛徳, 山下　順貴, 辻　有左, 翠　洋平, 村田　陽介, 赤澤　悠, 野阪　拓人, 髙橋　和人, 内藤　達志,
大藤　和也, 松田　秀岳, 平松　活志, 中本　安成: 急速増大した膵仮性嚢胞に対してLumen-apposing metal stent留置が奏功した1例, 第
115回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会, 完全WEB開催, 20201129

山口　智久, 井川　正道, Indrawati LA, 白藤　法道, 山村　修, 井上　道雄, 西野　一三, 濵野　忠則: BVES遺伝子変異による房室ブロッ
クを伴う肢帯型筋ジストロフィー(LGMDR25)の一例, 第158回日本神経学会東海北陸地方会, 完全WEB開催, 20201024

高久　直子, 山口　智久, 白藤　法道, 井川　正道, 山村　修, 濵野　忠則, 中本　安成, 島本　侑樹, 小林　麻美子, 糟野　健司: 視神経
脊髄炎（neuromyelitis optica : NMO）による重度の嚥下障害に対し継続的な単純血漿交換療法（plasma exchange : PE）が奏功した1例, 第
242回日本内科学会北陸地方会, 福井, 20200906
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業績一覧

（C） 特許等
区分 内容（発明の名称） 発明者又は考案者

（D）その他業績

4.グラント取得
（A） 科研費・研究助成金等

区分 プロジェクト名 研究課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）

区分 研究種目 課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）
文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 HLA分子とPD-1経路を
中心とした肝がん治療
における免疫学的マー
カーの探索

松田　秀岳 20200401-20230331 ¥1,560,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(C) バイオメタルが誘導す
るタウオリゴマー形成
促進機構の解明

濱野　忠則 白藤　法道 20190401-20220331 ¥910,000

文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 ホモシステインによる
α-シヌクレインのリ
ン酸化，重合機構の解

榎本　崇一 20200401-20220331 ¥2,210,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(C) 酸化ストレス・タウの
包括的PETイメージン
グによるアルツハイ
マー病進展機序の解明

井川　正道 岡沢　秀彦，米田
誠，平山　暁

20200401-20230331 ¥1,560,000

文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 肝細胞がん微小環境に
おけるエイコサノイド
関連腫瘍進展機構の解
明と新規治療法の研究

野阪　拓人 20190401-20220331 ¥1,430,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(B) がん進化による治療耐
性を引き起こす肝がん
幹細胞様クローンの同
定

中本　安成 平松　活志，野阪　拓
人，山下　太郎

20190401-20220331 ¥5,460,000

文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 肝臓がんにおける循環
腫瘍細胞検出系の確立

大藤　和也 20180401-20210331 ¥1,300,000

文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 CD4陽性キラーT細胞の
走化性を誘導する新規
肝がん治療法の開発

内藤　達志 20200401-20230331 ¥1,300,000

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額
共同研究 富士フイルム株式会社 大腸腫瘍性病変におけ

るクリスタルバイオ
レット散布時のLCI拡
大観察の有用性検討

中本　安成，大谷　昌
弘，松田　秀岳，大藤
和也，内藤　達志，野
阪　拓人，平松　活
志，高橋　和人

20191219-20211130 ¥0

共同研究 学校法人順天堂　順天
堂大学

肝細胞がんに対する複
合的がん治療
（TAE+RFAと樹状細胞
療法の３つを併用）の
安全性を見る試験

中本　安成，木村　浩
彦

20190123-20220122 ¥0

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額
受託研究 国立大学法人大阪大学 C型肝炎ウイルス排除

治療による肝硬変患者
のアウトカムに関する
研究開発

中本　安成 20200401-20210331 ¥1,170,000

受託研究 国立研究開発法人日本
医療研究開発機構

ウイルス・発がんを統
合的に制御する新規Ｂ
型肝炎分子免疫治療の
開発

中本　安成 20200401-20210331 ¥16,900,000

受託研究 国立大学法人山梨大学 次世代シークエンス技
術を用いたC型肝炎の
直接作用型抗ウイルス
薬による治療後病態に
影響をおよぼす因子に
関する研究

中本　安成 20200401-20210331 ¥2,000,000

受託研究 味の素株式会社 血漿アミノ酸プロファ
イルによる軽度認知機
能障害およびアルツハ
イマー型認知症の発症
予測に関する臨床研究

濵野　忠則 20180920-20220630 ¥88,000

受託研究 国立大学法人富山大学 軽度アルツハイマー型
認知症を対象とする八
味地黄丸の認知機能に
対する有効性と安全性
を確認する探索的オー
プン標準治療対照無作
為化割付多施設共同試
験

濵野　忠則 20210101-20210331 ¥279,695

（B） 奨学寄附金
受入件数 31
受入金額 ¥12,930,000

5.その他の研究関連活動
（A） 学会開催等

区分 主催・共催の別 学会名 開催日 開催地
国内学会(全国レベル) 主催者 市民公開講座　肝がん

撲滅フォーラム2020
「肝・チーム」

20201003-20201003 福井

（B） 学会の実績
学会の名称 役職 氏名

日本免疫治療学会　財
務委員会

財務委員会委員長 中本　安成

日本消化器病学会　役
員等候補者詮衡委員会

役員等候補者詮衡委員
会副担当理事

中本　安成

日本消化器内視鏡学会 社団評議員 中本　安成

ページ 8



業績一覧

日本消化器病学会
ビックデータ・AI検討
委員会

ビックデータ・AI検討
委員会副担当理事

中本　安成

日本医師会 一般会員 中本　安成
日本免疫治療学会 理事 中本　安成
米国消化器病学会 一般会員 中本　安成
日本癌学会 一般会員 中本　安成
感染症フォーラム 世話人 中本　安成
日本消化器病学会 財団評議員 中本　安成
日本医療安全調査機構 日本消化器病学会北陸

ブロック委員推薦担当
中本　安成

福井消化器治療フォー
ラム

代表世話人 中本　安成

北陸臨床研究推進機構
共同倫理審査小委員会

共同倫理審査小委員会
委員

中本　安成

第62回日本消化器病学
会大会

査読委員 中本　安成

日本肝臓学会 評議員 中本　安成
日本がん治療認定医機
構

一般会員 中本　安成

日本消化器病学会 理事 中本　安成
日本消化器病学会　社
会保険審議委員会

社会保険審議委員会担
当理事

中本　安成

Fukui
Gastroenterological
Frontier 研究会

代表世話人 中本　安成

みなとまちフォーラム 世話人 中本　安成
肝免疫フォーラム 世話人 中本　安成
季刊誌「分子消化器
病」

編集委員 中本　安成

金沢大学十全医学会 評議員 中本　安成
十全同窓会福井県支部 幹事 中本　安成
消化器病リーダーズ
フォーラムFUKUI(福井
消化器病フォーラム)

代表世話人 中本　安成

第106回日本消化器病
学会総会

プログラム委員 中本　安成

日本消化器病学会　専
門医制度審議委員会

専門医制度審議委員会
副担当理事

中本　安成

日本消化器免疫学会 利益相反・倫理委員会
委員

中本　安成

日本内科学会 北陸支部評議員 中本　安成
日本内科学会 評議員 中本　安成
日本内科学会北陸支部 北陸支部長 中本　安成
日本分子生物学会 一般会員 中本　安成
日本免疫学会 一般会員 中本　安成
日本免疫治療学会　運
営委員資格審査委員会

運営委員資格審査委員
会委員

中本　安成

肝臓フォーラム（西
部）

世話人 中本　安成

日本免疫治療学会　表
彰委員会

表彰委員会委員 中本　安成

米国肝臓病学会 一般会員 中本　安成
米国免疫学会 一般会員 中本　安成
日本消化器免疫学会 評議員 中本　安成
日本消化器関連学会機
構

財務募金委員会委員 中本　安成

独立行政法人日本学術
振興会

科学研究費委員会専門
委員

中本　安成

日本消化器病学会 北陸支部評議員 中本　安成
肝免疫・ウイルス・フ
ロンティア(Liver)

世話人 中本　安成

日本肝臓学会　生涯教
育委員会

生涯教育委員会委員長 中本　安成

日本肝癌研究会 幹事 中本　安成
日本肝臓学会　和文誌
編集委員会

和文誌編集委員会委員 中本　安成

第24回日本肝臓学会大
会

査読委員 中本　安成

第56回日本肝臓学会総
会

専門委員 中本　安成

日本カプセル内視鏡学
会

代議員 中本　安成

日本医療研究開発機構
(AMED)

IRUD臨床専門分科会委
員

中本　安成

日本肝臓学会 理事 中本　安成
日本肝臓学会　財務委
員会

財務委員会委員 中本　安成

日本肝臓学会　市民公
開講座企画検討委員会

市民公開講座企画検討
委員会委員

中本　安成

日本肝臓学会　生涯教
育委員会

生涯教育委員会委員 中本　安成

日本肝臓学会　男女共
同参画委員会

男女共同参画委員会委
員

中本　安成

日本肝臓学会　評議員
選出委員会

評議員選出委員会委員 中本　安成

日本消化器内視鏡学会 北陸支部評議員 中本　安成
がんワクチン療法研究
会

副会長 中本　安成

米国内科学会 一般会員 濵野　忠則
スモンに関する調査研
究班

班員 濵野　忠則

日本認知症学会 一般会員 濵野　忠則
日本脳卒中学会 一般会員 濵野　忠則
北陸神経内科懇話会 世話人 濵野　忠則
認定内科学会専門医部
会

北陸支部代表/北陸支
部役員

濵野　忠則

日本動脈硬化学会 スタチン不耐診療指針
作成委員

濵野　忠則

ページ 9
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日本神経学会 代議員 濵野　忠則
福井MR研究会 世話人 濵野　忠則
福井の認知症を考える
会

世話人 濵野　忠則

福井脳神経疾患談話会 役員 濵野　忠則
北陸パーキンソン病研
究会

世話人 濵野　忠則

北陸神経免疫フォーラ
ム

世話人 濵野　忠則

北陸神経疾患研究会 世話人 濵野　忠則
日本神経学会東海北陸
地方会支部

世話人 濵野　忠則

日本神経感染症学会 評議員 濵野　忠則
日本神経治療学会 評議員 濵野　忠則
日本頭痛学会 代議員 濵野　忠則
日本内科学会 一般会員 濵野　忠則
日本消化器内視鏡学会 一般会員 大谷　昌弘
日本肝臓学会 一般会員 大谷　昌弘
Fukui
Gastroenterological
Frontier 研究会

世話人 大谷　昌弘

日本消化器病学会 北陸支部評議員 大谷　昌弘
福井肝胆膵勉強会 幹事 大谷　昌弘
日本内科学会 一般会員 大谷　昌弘
日本消化器病学会　新
専門医制度対策チーム

新専門医制度対策チー
ム委員

大谷　昌弘

日本消化器病学会 学会評議員 大谷　昌弘
日本消化器病学会 一般会員 大谷　昌弘
日本消化器内視鏡学会 北陸支部評議員 大谷　昌弘
北陸門脈圧亢進症研究
会

世話人 松田　秀岳

日本消化器内視鏡学会 北陸支部評議員 松田　秀岳
福井肝臓懇話会 世話人 松田　秀岳
第242回日本内科学会
北陸地方会

日本内科学会北陸支部
若手奨励賞審査員

井川　正道

日本ミトコンドリア学
会

評議員 井川　正道

日本神経治療学会 評議員 井川　正道
日本人類遺伝学会 評議員 井川　正道
北陸臨床遺伝研究会 世話人 井川　正道
日本消化器病学会 北陸支部評議員 大藤　和也
北陸 Neurologist
Meeting 世話人会

世話人 井川　正道

（C） 座長
国内学会

（全国レベル）
学会名 氏名

招待・特別講演等 第106回日本消化器病
学会総会

中本　安成

市民公開講座　肝がん
撲滅フォーラム2020
「肝・チーム」

中本　安成

招待・特別講演等 肝疾患Webセミナー in
福井

中本　安成

招待・特別講演等 福井感染症セミナー
2020

中本　安成

招待・特別講演等 Liver Scientific
Frontier 2021

中本　安成

招待・特別講演等 福井 HCV Expert
Forum 2020

中本　安成

招待・特別講演等 第57回日本消化器免疫
学会総会

中本　安成

招待・特別講演等 TRIPLE DIGESTIVE
SEMINAR IN FUKUI -下
部消化管 2020-

中本　安成

シンポジウム等 第56回日本肝臓学会総
会

中本　安成

招待・特別講演等 第3回ビッグデータ・
AI研究会

中本　安成

シンポジウム等 第28回日本消化器関連
学会週間(JDDW2020)

中本　安成

一般講演（ポスター） 第28回日本消化器関連
学会週間(JDDW2020)

中本　安成

招待・特別講演等 令和2年度大学病院情
報マネジメント部門連
絡会議

中本　安成

招待・特別講演等 第23回金沢肝臓フォー
ラム

中本　安成

招待・特別講演等 北陸消化管フォーラム 中本　安成
招待・特別講演等 LENVIMA HCC Web

Seminar in 福井
中本　安成

シンポジウム等 第106回日本消化器病
学会総会

中本　安成

招待・特別講演等 PD Work Shop in 濵野　忠則
招待・特別講演等 脳卒中Webセミナー 濵野　忠則
シンポジウム等 第61回日本神経学会学

術大会
濵野　忠則

シンポジウム等 第61回日本神経学会学
術大会

濵野　忠則

招待・特別講演等 第1回福井
Neurologist Meeting

濵野　忠則

招待・特別講演等 パーキンソン病診療
Webセミナーin福井

濵野　忠則

招待・特別講演等 PD Work Shop in 濵野　忠則
招待・特別講演等 パーキンソン病を語る

会
濵野　忠則

招待・特別講演等 PDアゴラ in 福井～オ
ンジェンティス錠発売
記念講演会～

濵野　忠則

招待・特別講演等 第115回日本消化器内
視鏡学会北陸支部例会

大谷　昌弘
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一般講演（口演） 第242回日本内科学会
北陸地方会

大藤　和也

一般講演（口演） 第115回日本消化器内
視鏡学会北陸支部例会

内藤　達志

（D） 学術雑誌等の編集
学術雑誌等の名称 査読・編集 委員長（主査）・委員

の別
氏名 査読編数

Hepatol. Res. 査読 中本　安成 4
Intern. Med. 査読 中本　安成 2
肝臓 編集 中本　安成 6
Clin. J.
Gastroenterol.

査読 中本　安成 2

Front Immunol 査読 中本　安成 2
Cancer Sci. 査読 中本　安成 2
Cerebellum 査読 濵野　忠則 2
J. Alzheimers Dis. 査読 濵野　忠則 1
J Intern Med. 査読 濵野　忠則 1
Intern. Med. 査読 濵野　忠則 6
Clin Transl Med 査読 濵野　忠則 1
Curr Alzheimer Res 査読 濵野　忠則 1
BMC Neurol 査読 濵野　忠則 2
BMJ Case. Rep. 査読 濵野　忠則 7
Int J Mol Sci. 査読 濵野　忠則 2
J. Neurol. Sci. 査読 濵野　忠則 1
J Parkinsons Dis 査読 濵野　忠則 2
Mol. Neurobiol. 査読 濵野　忠則 2
Antioxidants 査読 濵野　忠則 1
Biomedicine 査読 濵野　忠則 1
肝臓 査読 松田　秀岳 3
J. Gastroenterol. 査読 内藤　達志 1
肝臓 査読 野阪　拓人 3

（E） その他
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